
 

 

 

 

 

 

 

年度末を迎え                         校長 丹野 哲也 

  

今年度最後の学校だよりとなりました。保護者の皆様には、本校の教育活動への御理解

と御支援を賜り、誠にありがとうございます。 

 先週、本校高等部の卒業生４１名が巣立っていきました。今年度の卒業生は、コロナ禍

の中、感染症拡大防止の面から、様々に教育活動が制限されて、とても辛いことの多かっ

た学年の生徒です。当時、私自身も、前任校等での対応の中で、子供たちや保護者の方々

が楽しみにしていた学校行事などができなくなるという、子供たちの心情を察すると、筆

舌に尽くし難い状況がありました。 

 社会全体での辛い経験や出来事。それでも、一つ一つの出来事の意味を振り返り考え、

その出来事には、私たちの生き方や考え方にとって、大きな意義があったと捉えたとき、

私たちの風景は、これまでと違った見方になるのではないでしょうか。 

本日２２日（金）は、小学部・中学部の卒業式が午前中に、午後には島田分教室で高等

部卒業式がありました。次のステージに向け、さらに子供たちの豊かな心が育まれるよう

にしてまいります。 

高等部卒業生に送りました式辞の一部を紹介いたします。 

〇高等部卒業式校長式辞より抜粋（卒業生へのメッセージ） 
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